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長崎縣地方中欧族については、山粗氏（1ウ21，

l927，1932〕の報告があるoその中、知des

WataSei，Ll，alb0S⊂uteI旭tus，尺・nob臼konis

は1如年に大村で叉軋lmprimen＄は大村

及び北海道で同氏が採集した稀有な種類であ

るo　その後石井氏（1、舛o，l948）、内田嘩

（1糾3）、一ノ瀬‾・片嘩氏（1949）等によって、

夫々敵種の普通種の存在が報告されている。

山乱撃氏等（1舛3）は昭和17年のデング熱流
l

行時に長崎港内に碇泊していた南方から蹄航

した胎内に由desae葺y錘　む幼虫及び蠣を

發見しているが成虫は採集していないo近年・

山口⊥LaCasse両氏（195O）の贋汎な調査

によって従来の知見に　c・mlmetl亡uS■　C了
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lnFant汀h唱，⊂・r㌢ukyensls等の稀有な種類が

追加され1950年には告教皇の大島によって

ortl甲podomyiaanophdGid鮎が要らに追加

されて7庵33槙（加desa喝yp鱒を加へると

34橙）、が報告されていた。吾々は1ウ51年春

から秋にかけて主として諌早市で人家や軍令

の定胡蝶集及び附近の發生地での幼虫の調査

を行い、叉その他縣内各朋で調査をLた結果

吏らにc血ⅩrJb血cra｛lsl種を追加し払

吾々が揮集した酸旗の種類と成虫及び幼虫の

多寡並びに従来報骨されているもので吾々の

まだ採集していないものを衣に示すと第一義

の通りである。
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且nopl相l耶馬のものは5榎を得た0そ甲内

h叩canuSSln8n曲　が分布も贋く發生個体数

も多いが諌早鞄方由ものは殆ど凡て基本型で

ある様に忠はれるo tlndesaylは散發的に贋

く分布しているが個体数は少ない0モの他の

種窮は發生数が僅少である0
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亡ul早Ⅹ屠は1ヰ種を得た。piplens上　trlta・

enio一九ynchus由固体数が最ち多く見極めて

固く分布しているoquinquefas申tusはplpI

en＄と鑑別財経な個体もあって、その分布及

び發生地の調査は容易ではない。然し少なく

とも諌早地方では非常に少ない桂であるo
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長峰鼎地方町既について

Vfshnui，Whitm0rel，bltaenI0rhyrlChus，Slne

nsls・orlentalls，．mimetlcus等は諌早附近で
ロ

は極めて少ない。Pa叩d0thoraxの成虫は屋

内や畜舎では探襲出釆ない■が、幼虫の發見場

朗は相常に多い。所が五島では屋内及び山草

L trap内で本程を大島は採集Lているo・infa
l

◆ntulusは屋内では全然採集出来ないが幼虫の

採集は必らずしも困経ではないo　rubithOra

亡Isは性釆報告されていなかったもので、吾

々が新たに追加したものであ＿るが、これは乱

入家内で堆只l個体を採集し和こすぎないo

hay舶hllは幼虫のみを採集出発たがあま負多

くはないo然し最近の調査で春季防基境内七

多数章替伏している所を蔑見した。VoraXは溝

や各種の水桶や容器の中に發生して忠申分布

も贋く菅生個体数も多いo

凡e血s屠は8種を得たo albopl亡tuSが最

も卑く、flav叩lGtu去は小津の温泉地帯の裏

山の潤某樹林内でalPopl亡tu冨と略年々に成

虫を得たがその他の朗では殆んど採集出来な

いo to9olは港岸地帯の調黍を廉くは行って
′

いたいが内陸ではあまり多一ぐはないo　匝p8n・

l亡uS　は墓場、神社その他竹薮等で幼虫は極

めて多聾しているが成虫の吸血に奔るものは

比較的少ない。WataSelは山田氏が1、916年に

大村で採集して以釆取れなかったものである
■

▼が．大森がlウ51年夏平戸で成虫及び幼虫を

得．幼虫からは囁及び成虫を得た。’nlppロn－

1⊂uS（S押・nl帽u串　は宮地方の潤英樹林内で

多馨している研があるが一般には少ない。
′

摘
I

l・青々は1951年春から秋にかけて長崎縣

下各地特に諌早市附近での蚊族の調査を行い

7屠31經の蚊を採集した。

2・月nopho一郎　馬のものでは　hぎー仁anuS

Sin8ndsが民も多く、諌早附近のものは殆ん

ど全部基本型の様に忠はれる占．

3・cukx屠のものではpipiensとtrita－

enl0rhyTicht3Sとが最も多くqlalnquefasclat

usは少ないoその他の種類は何れも特に多く

2白3

Ⅴ鋸a鵬nipponllは常地方では稀有孝枝額

に屈する。lmprlmensは山田氏（採集年不明）

の探集以後耽れなかったものであるが鳥海氏

は1糾8，49，50年に仙台近郊で、和久氏

（1951）も同地方の山林笹薮等で採集㌧たと

報晋している。吾々は大村の竹森内で雌成虫

を相常数得たが雄を採集することは出来僅か

った0呵近の竹の切株等から採集Lた幼虫か

ら本種の成申を得ることが出奔凍蟄生場所は

まだ分らない。

次に－、和mt辞reSSuba他atu■sは分布も廉

く發生個体数も多い0日ranotdemla bll¶acu－

－aia・Tr主pterpldesbambusaは墓場や竹林で

多發Lており、前者は相常に多い。orthopo－

domyiaan甲heloidesはアカグナや樹穴等

で採集出来るが雷地方では稀有な種類に庵す

るo

最後の3種類の蚊族は吾々が未だ採集Lて

いないものであるが、その内　貝edesnobuて

koIl壬sは191郎巨に山田民が大村で探集して以

後採集されないものであり、．軸desa加smト

tellatusはLLL．田氏が19l6年大村で採集Lそ

後和久氏（1951）は貝・lmprilenS　と共に

仙台で採集している。叉∴cuす現ryukyensis

は山口。Lac申綿　両氏（195o）により本縣
では始めて探集されたものである。血

附託，昭和17年南寮より辟航した御用船上

で加由sae召yptlの幼虫と晰が．山田●伊

熊・大島（1943〕にようて採集されているが

その後長崎縣からは採集されたと云ふ報告蜂

ないo　　　’

肇　　　　　　　・

はないニpalIid0thCraXは常地方には比較的

廉く分布Lているが．その吸血性については

調薬をしてみる必要がある。

lnfantu！usは噴虫が吸血に奔聾せす幼虫の

發生地は目立たない所にあるので従来殆んど

注意されなかったが、幼虫の採集は必らすし

も困難ではないo rubi的中ra亡誌は月経l個体

では奉るが1951年夏、人家内で採集して本願

産のものに新たに追加したものであるo
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4．鮎加s屠のものは長崎縣下で蛙興味　　ることが田釆た。戯＝Ln地uk軸isとl曲os一
J

の‘ぁる種類が多いが．特に山田玩が1別6年探　　屯血色地色鵬は未だ採集出来ない。凡由e＄展の

集して以釆取れなかった髄a細elは大森が、その他の層講割こついては調査が充分には行わ

平戸で叉lmprimensは吾々が大村で採集す・れていな’い。今後の調査に僕たねぼならないo

この調香研究の一部は、昭和2占年度文部省科学試験研究費輔助金に依ったoこ土に雷巳Lて謝意
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